
地域住民との交流を通して聴覚障害者や
手話への理解がひろがっている

南区あけぼの町・・・町内の行事に参加
手話教室や行事への呼びかけ

高齢聴覚障害者（ろう高齢者）の現状

障害と高齢の二重のハンディ

・情報が入りにくい
・手話で話ができない
・近所との付き合いができにくい
・孤立・不安になりがち

介護保険
障害者福祉サービス

カルチャー教室
地域公民館
介護予防事業

知らないまま終ってしまうことが多い
利用できにくい

高齢聴覚障害者
（ろう者）

年老いても楽しく手話で語り元気で暮らせる拠点づくり

NPO法人岡山聴覚障害者支援センター

「ももハウス」だからできること
＊当事者同士が支援し合う場

〇仲間と手話でコミュニケーション
〇生活に必要な情報の提供
〇年を重ねていく姿のモデルを見る

⇒明日への不安を軽減
〇お互いの関係のなかで刺激され元気に過ごせる。
〇個々の要望や福祉的課題を関係者や関係機関につなぐ

岡山市ふれあい介護予防センター
介護予防教室への参加（4年目）2カ所
手話通訳付

「あっ晴れ！桃太郎体操」の取り組み

岡山市障害福祉課
市の補助金紹介、手続き支援
高齢聴覚障害への理解

地域と
協働

岡山県介護福祉士会 岡山県歯科衛生士会
研修を通して聴覚障害者や手話への理解

職能団体
と協働

場所：岡山市南区あけぼの町11-5

開催日：火･金曜日 10:00～15:00

送迎：あり

行政と
協働


